
日本製のソーラーLED街路灯がコミュニティを照らす 
 

平成２９年度：対ナイジェリア連邦共和国草の根・人間の安全保障無償協力 

「イモ州エジニヒテ地方行政区ソーラーLED街路灯整備計画」（引渡式） 

 
日付：令和元年７月１６日 

場所：イモ州エジニヒテ地方行政区エゼアグボグ・コミュニティ 

案件概要:ソーラーLED街路灯の設置（100本）により，エゼアグボグ・コミュニティにおける住民の 

     経済活動の促進及び防犯対策の向上を目的とするもの。光陽コーポレーション㈱が設置及び 

      コミュニティに対して維持管理に係るトレーニングを実施した官民連携案件。 

供与額：８６，２４１米ドル（９，４８６，５１０円） 

※菊田大使，イモ州知事，国会議員，州議会議員，エジニヒテ地方行政区代表，首長，地域住民が式典に参加した。 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     州知事と共に供与品の引渡式に参加する菊田大使 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 式典の様子 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

        菊田大使によるスピーチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

        地元住民からの歓迎 

      
        日本製のソーラーLED街路灯 

      
       夜間に自動点灯する街路灯 


